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田
中 

豊 

九
月
二
十
七
日(

土) 

、
二
十
八

日
（
日
）
に
標
記
大
会
が
好
天
に
恵

ま
れ
、
美
瑛
町
、
上
富
良
野
町
に
て

六
百
名
参
加
で
盛
大
に
開
催
さ
れ

た
。
銚
子
ジ
オ
パ
ー
ク
か
ら
は
推

進
協
議
会
か
ら
越
川
会
長
以
下
六

名
、
市
民
の
会
か
ら
工
藤
会
長
以

下
六
名
お
よ
び
今
回
初
め
て
市
立

銚
子
高
校
生
徒
会
二
名
が
参
加
し

た
。
大
会
初
日
の
午
前
の
開
会
式

で
は
、
上
富
良
野
町
東
中
小
学
校

児
童
に
よ
る
「
清
流
太
鼓
」
の
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
、
大
会
実
行
委
員
長

の
角
和
美
瑛
町
長
、
日
本
ジ
オ
パ

ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
古
川
理
事
長

は
じ
め
大
会
関
係
者
の
挨
拶
、
新

規
ジ
オ
パ
ー
ク
の
認
定
式
が
あ
り
、

最
後
に
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
表
彰
が
行
わ
れ
、
銚
子
ジ

オ
パ
ー
ク
市
民
の
会
が
「
継
続
的

か
つ
実
践
的
な
市
民
主
体
の
活
動

が
、
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
の
地
域
振

興
及
び
保
護
・
保
全
に
お
い
て
、
大

変
優
れ
た
事
例
で
あ
る
」
と
の
理

由
で
表
彰
さ
れ
た
。 

開
会
式
後
、
美
瑛
町
美
宙
天
文

台
名
誉
台
長
の
佐
治
春
夫
氏
に
よ

る
「
宇
宙
創
成
か
ら
未
来
へ
こ
れ

か
ら
の
地
球
と
私
た
ち
7
」
の
講

演
が
行
わ
れ
た
。 

午
後
は
九
分
科
会
の
他
、
物
産

展
・
協
賛
各
社
の
展
示
な
ど
が
開

催
さ
れ
、
夜
は
三
宿
泊
所
で
交
流

会
が
行
わ
れ
、
北
海
道
な
ら
で
は

の
食
材
を
使
っ
た
料
理
を
頂
き
、

旧
知
の
人
や
初
対
面
の
人
と
交
流

を
深
め
た
。 

二
日
目
は
場
所
を
上
富
良
野
町

に
移
し
て
、
口
頭
発
表
で
は
、
ユ
ー

ス
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
銚
子
ジ
オ
パ
ー

ク
推
進
協
議
会
事
務
局
の
岩
本
専

門
員
が
指
導
し
た
市
立
銚
子
高
校

生
徒
会
の
二
名
が
「
ち
ん
ち
ぇ
ー

魚
で
い
っ
ぺ
ー
幸
せ
～
出
会
い
が

生
ん
だ
奇
跡
の
町
銚
子
～
」
の
演

題
で
堂
々
と
発
表
し
た
。
ポ
ス
タ

ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
上
田
専
門
員

が
「
銚
子
に
ぎ
わ
い
漁
師
町
活
性

協
議
会
と
の
連
携
活
動
」
の
題
名

で
展
示
発
表
し
た
。 

〇 
 

〇 

ジ
オ
パ
ー
ク
活
動
に
参
加 

井
川 

浩
良 

私
が
活
動
に
参
加
す
る
き
っ
か

け
の
一
つ
は
、
大
学
の

友
人
が
ガ
イ
ド
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し

て
い
る
こ
と
で
す
。
私

は
こ
れ
ま
で
銚
子
に

縁
が
あ
り
、
お
世
話
に

な
っ
て
数
十
年
で
す

が
、
こ
の
観
光
地
銚
子

の
素
晴
ら
し
さ
に
関

心
が
薄
い
ま
ま
過
ご

し
て
き
ま
し
た
。
仕
事

か
ら
離
れ
、
丁
度
こ
れ
か
ら
の
ス

テ
ー
ジ
で
趣
味(

絵
画
、
映
画
・
ス

ポ
ー
ツ
鑑
賞
、
旅
行)

か
ら
、
更
に

広
げ
た
い
気
持
ち
が
湧
い
て
き
た

時
で
し
た
。 

情
報
源
は
銚
子
市
の
広
報
誌
で

し
た
。
偶
然
に
も
ガ
イ
ド
講
座 

(

イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
講
座

2
0
2
4
.9

.1
4
-1

6
) 

が
ジ
オ
パ
ー
ク

事
務
局
主
催
で
あ
り
、
即
参
加
。
自

然
と
共
に
体
験
学
習
に
よ
り
、
ガ

イ
ド
の
楽
し
さ
、
銚
子
の
魅
力
と

参
加
し
た
方
々
と
の
交
流
が
自
己

の
枠
を
広
げ
ま
し
た
。
日
本
の
価

値
あ
る
遺
産
で
あ
る
「
ジ
オ
パ
ー

ク
」
を
多
く
の
方
々
に
伝
え
、
共
感

す
る
活
動
の
一
翼
を
担
え
た
ら
、

趣
味
と
実
益
を
超
え
、
お
世
話
に

な
っ
た
人
と
銚
子
に
少
し
で
も
恩

返
し
に
な
る
か
な
と
思
い
ま
す
。 

    回
想
「
伊
能
忠
敬 

銚
子
測
量
記
念
碑
」  

 
 
 

宮
内 

敏 

 

伊
能
忠
敬
研
究
会
の
理
事
会
後

の
会
食
で
「
伊
能
忠
敬
銚
子
測
量

記
念
碑
を
建
て
た
い
」
と
話
す
と
、

会
創
設
者
の
渡
辺
一
郎
氏
が
「
協

力
す
る
よ
」、
高
安
克
己
氏
（
元
島

根
大
学
副
学
長
）
も
「
銚
子
に
行
く

よ
」
と
即
答
し
て
頂
い
た
。  

市
と
の
パ
イ
プ
役
を
求
め
て
、

工
藤
忠
男
氏
（
当
時
、
銚
子
市
議
会 

 

副
議
長
・
現
市
民
の
会
会
長
・
元
同

僚
）
に
伊
能
忠
敬
研
究
会
に
入
会

し
て
頂
い
た
。
工
藤
氏
は
千
葉
科

学
大
学
の
安
藤
生
大
先
生
と
「
銚

子
ジ
オ
パ
ー
ク
」
を
目
指
し
て
い

た
。
私
は
安
藤
先
生
の
勉
強
会
に

参
加
、
後
に
市
民
の
会
入
会
に
繋

が
っ
た
。 

 

そ
の
後
、
何
度
か
市

関
係
者
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
を
経
て
、

前
銚
子
市
長
の
野
平
匡
邦
氏
と
の

面
談
が
実
現
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。  

渡
辺
・
高
安
両
氏
に
来
銚
頂
き
、

伊
能
忠
敬
の
富
士
山
の
方
位
測
量

の
地
犬
若
岬
を
ご
案
内
し
た
。
そ

の
際
、
高
安
氏
か
ら
「
測
量
地
点
が

世
界
遺
産
に
な
っ
て
い
る
例
が
あ

る
。
犬
若
岬
の
富
士
山
の
方
位
測

量
地
点
も
大
事
な
場
所
」
と
話
さ

れ
た
。 

市
長
面
談
で
も
両
氏
か
ら

伊
能
忠
敬
銚
子
測
量
の
重
要
性
を

話
し
て
頂
い
た
。  

そ
の
後
、
碑
建
立
計
画
は
紆
余

曲
折
し
た
が
最
終
的
に
市
政
施
行

８
０
周
年
の
記
念
事
業
に
応
募
し
、

そ
の
事
業
の
一
つ
に
な
っ
た
。  

当
時
、
銚
子
商
工
会
議
所
会
頭

で
あ
っ
た
伊
藤
浩
一
氏
に
伊
能
忠

敬
銚
子
測
量
記
念
碑
建
立
実
委
員

会
長
に
な
っ
て
頂
き
、
新
委
員
も

加
わ
り
船
出
し
た
。
多
く
の
方
々

の
賛
同
を
頂
き
、（
次
頁
に
続
く
） 

銚子ジオパーク市民の会 
ニュース 

屛風ケ浦（銚子市） 

市民の会新入会員の紹介 

筆随―レリ 

ジ
オ
ガ
イ
ド
の 

第
十
五
回
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
全
国
大
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

十
勝
大
会
に
参
加
し
て 

 


